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令和４年度 農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究 

「森林・林業分野における気候変動適応技術の開発」 

流木災害防止・被害軽減技術の開発 

研究実績報告書 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

流木の発生及び捕捉の実態解明を目的とした小課題１では，支流で発生した土石流が主流

へ合流する場合，その土砂量や移動距離が大きいほど，主流での土砂・流木の流下距離が増

加することを解明した。流木の流下・捕捉のメカニズムの検討を目的とした小課題２では，

水路実験により，土石流先端部における流木の集積と分散に対して勾配駆動力と摩擦抵抗力

の関係が支配的であることを示した。また，不透過型堰堤においては，先端部に集積した状

態での流木の捕捉が効果的であることを示すとともに，流木捕捉工が流木捕捉効率を大きく

高めることを示した。また，これらの現象を再現する計算モデルを開発した。流木捕捉の推

定ツールの開発を目的とした小課題３では，流木の先端部集積，捕捉，流体力低下に伴う停

止過程を評価可能な二次元土砂・流木流出モデルを構築した。目標は十分に達成できている。 

１．流木の発生及び捕捉に影響を及ぼす条件の解明 

航空レーザー測量成果を用いて，渓流が立木で密に覆われている場合に流下距離が減少す

ることを明らかにした。また，支流で発生した崩壊の土砂量が大きく，より長い距離を流下

して主流に合流する場合に，土砂と流木の流下距離が増加することを示した。さらに，レー

ダー雨量データを解析し，約100年に一度レベルの豪雨を1～72時間という様々な時間幅で経

験した場合に，崩壊が高密度に発生し，土石流の合流が発生する危険が高いことを解明した。

進捗状況は順調であり，目標は概ね達成できている。 

２．流木の流下・捕捉の力学的要因の解明 

水路実験により勾配駆動力と流木の摩擦抵抗力の関係が流木の先端部集積の支配的な指

標であることを示した。勾配駆動力が大きいあるいは摩擦抵抗力が小さいほど集積が進行し

やすい。一方，土石流先端部に高濃度の流木を与えると，緩勾配条件でも分散せずに高濃度

状態が維持されることも明らかにした。また，流木が先端部に集積しているほど堰堤による

流木捕捉率が大きいこと，流木捕捉工によって流木捕捉率が大きく高まることを実験的に示

した。摩擦力を考慮した粒子法による計算手法を構築し，これらの実験結果を計算で再現可

能であることを示した。進捗状況は順調であり，目標は概ね達成できている。 

３．流木災害軽減手法の開発 

効率的な流木被害軽減のための流木捕捉の予測ツールを開発するために，格子法区間の流

木輸送濃度式を含む支配方程式を開発した。構築した支配方程式に基づいた二次元土砂流出

解析プログラムを開発した。さらに，河道に流出した流木を上流から流下してきた土石流が

取り込むモデル，流体力の低下に伴う流木の停止モデルを開発・導入した。開発モデルを東

広島市の事例に適用検証し，施設の種類の違いよる流木捕捉量の違いを定量的に評価可能で

あることを示した。進捗状況は順調であり，目標は概ね達成できている。 




